
宮崎県環境森林部 再造林推進室



地形（傾斜や起伏）や土質、道からの距離、周囲の状況な

ど、森林の生育環境はさまざまなことから、林業採算性が

高いと見込まれる森林には再造林を推進し、それ以外の

森林は広葉樹林への誘導を進めるなど、森林資源の適正

な管理・利用を図ることが重要です。

そもそも再造林って何？

再造林とは、人工林を伐採した
跡地に再び苗木を植えて森林を
造成することです。

再造林が進まないのは
なぜ？

林業採算性の悪化、森林所有者の
経営意欲の低下、再造林の担い手
不足など、様々な要因があります。

私たちの暮らしを支える森林の働き

これらの森林の働きは多面的機能と呼ばれていて、この多面的機能を十分に発揮させるには、森林が

健全な状態であることが不可欠です。そのためにも、私たち自身の手で森林を整備し、守り続けること

が必要なのです。

なぜ再造林が必要なの？

森林には私たちの暮らしを守り、
快適に、そして豊かにしてくれる
様々な働きがあるからです。

伐 る

使 う
植える

育てる

健康な森林を
持続させる
循環サイクル

再造林を進めるために
私たちにできることは？

豊かな森林を守り育てるためには「木材を使う」ことが重

要であり、森林資源を循環させる上で欠かせません。身の

回りにある県産木材・木製品を積極的に使いましょう。

森林の役割を知り、木材を使う
ことが再造林につながります。

水を貯えて
きれいにする

生き物のすみかや
生態系を守る

空気をきれいにして
生活環境を快適にする

二酸化炭素を吸収して
地球温暖化を緩和する

木材やきのこ
などを生み出す

土壌の流出や
土砂崩れを防ぐ

健康増進や
やすらぎの場になる

文化や景観を形づくる

宮崎県は、県土の 76％を森林が占め、緑豊かな自然環境

に恵まれており、スギの丸太生産量が平成 3 年以降 33 年

連続して日本一を達成するなど、国内有数の木材供給基

地となっています。

一方で、森林が伐採された後の再造林率は、近年 70％台

にとどまっており、森林の多面的な機能の発揮と持続可能

な林業を確立するために、今の世代で再造林を進め、

「伐って、使って、植えて、育てる」森林資源の循環利用を

図り、豊かな森林資源を次の世代へ引き継いでいく必要が

あります。


